
教 育 研 究 業 績 
  ２０２６年５月２２日 

氏名 塚田 知香         
 

学位：修士（文学） 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 
 心理学  産業・組織，健康心理学 

主要担当授業科目 

【学部】産業心理学セミナー，卒業研究，カウンセリング論，健康・医療心理学，コミュニケーシ

ョンの心理学，社会調査演習，グループアプローチ 

【大学院】カウンセリング特論，心理実践実習Ⅱ，修士論文，心理学研究法演習，臨床心理学演習

Ⅰ・Ⅱ 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例     

1)心理学の基礎における興味喚起 

 

 

2)健康心理学における web 学習プログラム

の導入 

 

3)健康心理学における関連 TV番組紹介 

 

 

4)コミュニケーションの心理学における

SST の導入 

 

 

 

5)発達の心理における関連映画視聴 

 

 

6)経営心理学におけるコミュニケーション

ゲームの導入 

 

 

7)職場の心理における SST の導入 

 

 

 

 

 

8)カウンセリング論におけるクリッカーア

プリの導入 

 

 

 

9) オンライン授業「コミュニケーションの

心理学」におけるグループワークの実践 

 

 

10)ポスター発表の実施 

 

 

 

11)文献講読 Cにおける LTD話し合い学習法

の導入 

 

 

12)コミュニケーション論におけるSSTの導

入 

 

平成 19 年

4 月 19 日 

 

平成 19 年

11月 20日 

 

平成 19 年

12 月 3 日 

 

平成 21 年

9 月～平

成 22 年 1

月 

 

平成 24 年

6 月 12 日 

 

平成 24 年

7 月 10 日 

 

 

平成 24 年

4 月 27 日

～平成 24

年 7 月 27

日 

 

平成 31 年

4 月～令

和 2 年 3

月 

 

令和 2年 9

月～令和

3 年 1 月 

 

令和 3 年

10 月～ 

 

 

令和 4年 4

月～7 月 

 

 

令和 4年 4

月～7 月 

 

アンケートを実施して講義に関する予備知識，講義に対する期待

を聴取して講義内容に反映させ，学生の興味を喚起した． 

 

インターネット上に公開されている学習課題プログラムに参加

させ，学生の主体的学習を促進させた． 

 

講義内容に関連する幼児向け TV 番組を一部見せながら紹介し，

講義外で視聴することを勧め，理解を深めた． 

 

大正大学でのコミュニケーションの心理学という講義において，

SST（Social Skill Training）を導入し，学生のソーシャルスキ

ルを向上させた． 

 

 

講義の中で自閉症をテーマにした映画作品を視聴し，発達障害に

ついてより具体的に理解できるよう工夫した． 

 

Barnga（異文化シミュレーションゲーム）を受講生全員で行うこ

とを通して，新しい組織・新しい文化に入る疑似体験をし，就職

について考えるきっかけとなるよう工夫した． 

 

講義に SST（Social Skill Training）を導入し，学生のコミュ

ニケーションスキルを向上させた．この際，初回講義時と最終講

義時に学生のコミュニケーションスキルを測定し，学生がスキル

の向上を数値で実感できるよう工夫した． 

 

 

講義中にミニテストを出題し，クリッカーアプリ（Respon）を用

いた即時回答および結果の即時フィードバックを行った。これに

より，双方向的な授業を実現し，学生の主体的な学びを引き出し

た。 

 

対面授業で行ってきたグループワークをオンライン上で実現し，

対面授業と同等の学習効果を得られるよう工夫した。 

 

 

卒業研究，産業心理学セミナーにおいて，学生が興味に基づき文

献研究をした内容や質問紙調査の結果等について，ポスター形式

にまとめ，学園祭にてポスター発表を行った。 

 

学生は，事前に指定された文献について 8 つのステップにより予

習を行い，それを前提に授業内でグループディスカッションを行

った。学生の主体的な学びを促進させた。 

 

東京交通短期大学でのコミュニケーション論という講義におい

て，SST（Social Skill Training）を導入し，学生のコミュニケ

ーションスキルを向上させた．この際，初回講義時と最終講義時



 

 

 

13) 学内 FD 研修会での発表 

 

 

 

令和 8年 1

月 

に学生のコミュニケーションスキルを測定し，学生がスキルの向

上を数値でも実感できるよう工夫した． 

 

学内 FD 研修会「少人数教育×アクティブラーニング実践事例紹

介」において，心理学授業におけるアクティブラーニングの実践

事例を報告し，授業改善に関する知見の共有を行った。 

２ 作成した教科書，教材     

1)「ソーシャルサポートの測定と介入」，川

島書店．4 章「期待されたサポートと受容さ

れたサポートの測定」 

 

 

 

 

2)「研究者うつ病対策」，技術情報協会．

第 2 章第 1 節「研究所という環境の問題点

～心理学的ストレスモデルの観点から～」 

 

3)「ワーク・エンゲイジメント～基本理論

と研究のためのハンドブック～」，星和書

店．12 章「エンゲイジメントを向上させる：

介入の計画と評価」 

 

平成 17 年

10月 23日 

 

 

 

 

 

平成 25 年

4 月 30 日 

 

 

平成 26 年

2 月 22 日 

心理学的ストレスモデルの関連要因としてのソーシャルサポー

トのうち，期待されたサポートと受容されたサポートの概念や理

論について，基本的な内容，両者の相違，それぞれの問題点を翻

訳した．また，国内，国外の主要な尺度一覧を掲載した上で，各

尺度の作成過程，問題点，使用する際の手続き，注意点について

網羅的に翻訳した． 

 

某工業系企業にて行ったストレス一斉調査データに基づき、企業

研究員のストレスの特徴とその背景にある問題点について記述

した． 

 

ワーク・エンゲイジメントという労働者のポジティブな就業状態

の基本理論概説書のうち，ワーク・エンゲイジメントを高めるた

めの介入方法や介入事例についての章を翻訳した． 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価     

1)平成 20 年度学生による授業評価 

 

 

 

2)平成 21 年度学生による授業評価 

 

 

 

3)平成 22 年度学生による授業評価 

 

 

 

 

4)平成 23 年度学生による授業評価 

 

 

 

 

5)平成 24 年度学生による授業評価 

 

 

 

 

6)令和 7年度全学 SDFD研修会における発表 

平成 20 年

9 月 

 

 

平成 22 年

3 月 

 

 

平成 22 年

9 月 

 

 

 

平成 23 年

9 月 

 

 

 

平成 24 年

9 月 

 

 

 

令和 8年 1

月 

大正大学での学生による授業評価アンケートで，心理学の基礎と

いう講義において，満足度の高い上位 30％の講義として評価・

公表された． 

 

大正大学での学生による授業評価アンケートで，コミュニケーシ

ョンの心理学という講義において，満足度，目標達成度および学

生努力の高い上位 30％の講義として評価・公表された． 

 

東京成徳大学経営学部での学生による授業評価アンケートで，職

場の心理および発達の心理という講義において，授業目的の明確

さ，独自の工夫の有無，満足度，理解度についていずれも約 90％

の肯定的評価を得た． 

 

東京成徳大学経営学部での学生による授業評価アンケートで，職

場の心理および発達の心理という講義において，授業目的の明確

さ，独自の工夫の有無，教員の熱意，学生の熱意，満足度，理解

度についていずれも約 90％の肯定的評価を得た． 

 

東京成徳大学経営学部での学生による授業評価アンケートで，経

営心理学という講義において，授業目的の明確さ，独自の工夫の

有無，学生の熱意，満足度，理解度についていずれも約 80%～90％

の肯定的評価を得た． 

 

令和 7 年度第 3 回東京成徳大学全学 SDFD 研修会「少人数教育に

おけるアクティブラーニング」において発表者となり，担当授業

でのアクティブラーニングの取り組みについて発表した。 

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

1)死傷事故関係者への PTSD 対応 

 

 

平成 19 年

5 月～6 月 

工業系企業で発生した死傷事故の関係者 27 名に対し，1 年後の

状況聴取，カウンセリングを行った．聴取結果と対応策について

管理監督者，総務課担当者，産業医計 12 名を対象に報告，指導

した． 

 

５ その他    なし 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概要 

１ 資格，免許     

1) 社団法人日本産業カウンセラー協会認

定 シニア産業カウンセラー 

平成 18 年

12月 20日 

登録番号第 C1100004 号 

 



 

2)精神保健福祉士 

 

 

3)公認心理師 

 

平成 19 年 

5 月 25 日 

 

令和 3年 4

月 23 日 

 

登録番号第 34186 号 

 

 

登録番号第 40467 号 

２ 特許等     

     なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

1) 第 15 回職業性ストレス研究会における

研究発表 

 

 

 

 

 

 

 

2) 「休職の手引き」作成 

 

 

 

3)災害行動科学研究会におけるシンポジウ

ムの企画・運営 

 

 

 

4)災害行動科学研究会におけるシンポジウ

ムの企画・運営 

 

5)産業保健心理学研究会の立ち上げ 

 

 

 

6)「教職員のための学生相談室利用ガイド」

作成 

 

 

7)産業・組織心理学研究の論文審査 

 

 

 

 

8)株式会社ユアサ商事におけるストレスチ

ェックの組織分析 

    

 

平成 16 年 

2 月 21 日 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年

2 月 

 

 

平成 23 年

7 月 23 日 

 

 

 

平成 23 年

9 月 18 日 

 

平成 23 年

10 月 

 

 

平成 29 年

12 月 

 

 

令和元年

10 月 

令和 2年 9

月 

 

令和 4年 1

月～ 

 

職業性ストレスに関わる研究者，医療関係者，企業関係者により

組織された研究会において，次の内容で研究発表を行った． 

於 早稲田大学，参加者 約 50 名 

企業のビジョンや戦略の明確さ，適切さと従業員の心理的ストレ

ス反応との関連について，共分散構造分析を用いて検討し，企業

のビジョンや戦略が従業員に明確で優れたものであると認知さ

れると，従業員の高揚感が高まり，不明瞭なものであると認知さ

れると，心理的ストレス反応が高まることが見出された． 

 

工業系企業のカウンセラーとして，産業医，総務課，精神科医と

連携し，精神疾患で休職する従業員に向けた「休職の手引き」を，

社内で初めて作成した． 

 

災害時および災害復興時のこころの健康に関する中長期的支援

について幅広く検討し，その成果を国内外に積極的に発信するこ

とを目的とする研究会を立ち上げ，「こころの健康支援のあり方

を考える」というテーマでシンポジウムを企画・運営した． 

 

「中長期的支援に向けたニーズと課題」というテーマでシンポジ

ウムを企画・運営した． 

 

日本心理学会において，Occupational Health Psychology を 

定常的に研究する領域を設けるため，産業保健心理学研究会の立

ち上げに参加した． 

 

東京成徳大学十条台キャンパス学生相談室において、教職員が学

生に対応する際や相談室を利用する際の手引きとなる冊子を、初

めて作成した。 

 

産業・組織心理学会が発刊する産業・組織心理学研究の編集にあ

たり，論文審査を行った。 

産業・組織心理学会が発刊する産業・組織心理学研究の編集にあ

たり，論文審査を行った。 

 

株式会社ユアサ商事よりストレスチェックデータの提供を受け，

組織分析結果の報告とともに改善策を提案した。 

 

４ その他 

1)セミナーでの講演 

 

 

 

 

 

 

2) 大学入試センター試験・大学入学共通テ

スト問題作成 

 

 

 

平成 24 年

7 月 26 日 

 

 

 

 

 

平成 31 年

4 月～令

和 3 年 3

月 

 

技術情報協会が主催するセミナーにおいて，以下の内容にて講演

を行った． 

於 ゆうぽうと，参加者 約 50 名 

工業系企業従業員を対象とした，ストレス一斉調査に基づくスト

レス対処法について，個人レベル組織レベルで事例を取り上げつ

つ概説した． 

 

大学入試センター試験問題作成委員（現代社会）として，2020

年および 2021 年の大学入試センター試験および共通テスト問題

を作成した。 

 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表
概要 



学会等の名称 

（著書）         

1 ソーシャルサポートの測定と介

入（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2「研究者うつ病対策」，技術情

報協会．第 2 章第 1 節「研究所と

いう環境の問題点～心理学的ス

トレスモデルの観点から～」（再

掲） 

 

3「ワーク・エンゲイジメント～

基本理論と研究のためのハンド

ブック～」，星和書店．12 章「エ

ンゲイジメントを向上させる：介

入の計画と評価」（再掲） 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

平成 17年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 4

月 30 日 

 

 

 

 

平成 26 年 2

月 22 日 

川島書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術情報協会 

 

 

 

 

 

星和書店 

共著：小杉正太郎，島津美由紀，大塚泰正，

鈴木綾子，分担執筆者：田中健吾，種市康

太郎，林弥生，岡田知香，真船浩介，佐藤

澄子，宇佐美尋子，高田未里，須永直人，

美奈川悠，丹波秀夫，水島奈都代． 

4 章「期待されたサポートと受容されたサポ

ートの測定」を担当した．心理学的ストレ

スモデルの関連要因としてのソーシャルサ

ポートのうち，期待されたサポートと受容

されたサポートの概念や理論について，基

本的な内容，両者の相違，それぞれの問題

点を翻訳した．また，国内，国外の主要な

尺度一覧を掲載した上で，各尺度の作成過

程，問題点，使用する際の手続き，注意点

について網羅的に翻訳した． 

pp115-179. 

 

某工業系企業にて行ったストレス一斉調査

データに基づき、企業研究員のストレスの

特徴とその背景にある問題点について記述

した． 

 

 

ワーク・エンゲイジメントという労働者の

ポジティブな就業状態の基本理論概説書の

うち，ワーク・エンゲイジメントを高める

ための介入方法や介入事例についての章を

翻訳した． 

 

 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

（学術論文）         

1)組織の診断と活性化のための

基盤尺度の研究開発－HRM チェッ

クリストの開発と利用・活用－ 

共著 平成 15 年 9

月 

日本労働研究

機構調査研究

報告書 No161，

pp253-263． 

 

共著：木下敏，松本真作，太田さつき，古

屋健，音山若穂，田島博美，住田修平，田

中健吾，岡田知香，浅井千秋，町田秀樹，

中土井浩志，伴英美子，伊藤裕史．Ⅱ部第 5

章「項目反応理論による測定精度の検討」

を担当した．Human Resourse Management

チェックリストのうち，ワーク・シチュエ

ーションチェックリストの測定精度につい

て項目反応理論を用いて検討した．一部の

項目については問題点があるものの，多く

の尺度項目は，企業従業員の職務や仕事生

活に関わる多様な側面について，高い測定

精度を持つことが確認された． 

 

2)企業のビジョン・戦略と従業員

の心理的ストレス反応との関連

の検討（学位論文） 

単著 平成 16 年 2

月 

早稲田大学大

学院文学研究

科紀要第 1 分

冊，哲学・東洋

哲学・心理学・

社会学・教育学 

第 50 輯 ，

pp.127-130 

 

企業のビジョンや戦略の明確さ，適切さと

従業員の心理的ストレス反応との関連につ

いて，共分散構造分析を用いて検討した．

その結果，企業のビジョンや戦略が従業員

に明確で優れたものであると認知される

と，従業員の高揚感が高まり，不明瞭なも

のであると認知されると，心理的ストレス

反応が高まることが明らかになった． 

 



3)企業の組織特性が従業員の精

神的健康度に及ぼす効果の検討 

共著 平成 18 年 9

月 

産業・組織心理

学研究，第 20

巻 1 号 ，

pp.29-38 

共著：岡田知香，松本真作，小杉正太郎． 

企業従業員が認知する所属企業の組織特性

（ビジョン・戦略，革新性）と従業員の精

神的健康度との関連について，企業規模・

業種を考慮した上で共分散構造分析により

検討した．その結果，経営者の行動を通し

て，従業員が組織特性を好意的に認識する

ことにより，従業員の心理的ストレス反応

が低減し，高揚感が増加することが明らか

になった．また，組織特性が高揚感に与え

る影響は企業規模により異なるが，心理的

ストレス反応に与える影響には企業規模に

よる差異はないことが明らかになった． 

 

4)階層線形モデルを用いた職場

ストレッサーの検討 

―慢性型職場ストレッサーと心

理的ストレス反応，コーピング方

略との関連― 

 

 

 

 

 

5) 「ストレス評価に関する調査

研究」海外文献調査 

 

 

 

6)コミュニケーション能力向上

を目的とした体験学習の実践 

～ソーシャルスキル尺度による

効果評価～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

7)大学生の学内での居場所に関

する探索的検討～新校舎設立前

後における比較～」(東京成徳大

学経営学部経営論集，2017) 

 

 

 

 

 

8) ワーク・エンゲイジメントの

国内での研究動向および浸透に

ついて～国内文献レビューとネ

ット検索結果から～ 

 

 

 

 

9) 個人の資源としての心理的ウ

ェルビーイング－JD-R モデルに

おける幸福感の位置づけ－ 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

平成 23 年 2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 3

月 

 

 

 

平成 26 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

令和６年 3

月 

 

 

 

産業・組織心理

学研究，第 24

巻 2 号 ，

pp.77-87 

 

 

 

 

 

 

ストレス評価

に関する調査

研究報告書，別

冊 1，p.2-67 

 

東京成徳大学

経営学部経営

論集，第 3 号，

pp.25-32 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

経営学部経営

論集，第 5 号，

pp.25-32 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

経営学部経営

論集，第 5 号，

pp.25-32 

 

 

 

 

東京成徳大学

心理学研究, 

第 1 号 

 

 

共著：岡田知香，鈴木綾子，小杉正太郎．  

企業従業員のストレッサーを組織レベルと

個人レベルとに分割し，それぞれが個人の

心理的ストレス反応およびコーピングに及

ぼす影響を，階層線形モデルにより検討し

た．その結果，心理的ストレス反応および

消極的コーピングには個人レベルのストレ

ッサーのみならず組織レベルのストレッサ

ーも影響を与えることが明らかになった． 

 

自殺に関連する要因について検討された，

複数の海外文献を精査・翻訳した． 

 

 

 

筆者担当講義「職場の心理」において，コ

ミュニケーション料力向上を目的として導

入した体験学習の実際を報告したうえで，

その効果についてソーシャルスキルの観点

から検討した．その結果，体験学習を導入

することで関係維持スキル及び記号化スキ

ルが向上することが示唆された。また，授

業出席回数の多寡により向上するスキルが

異なること，出席回数の少ない学生は一部

のスキルが低下することが明らかとなっ

た． 

 

新校舎設立前後において，学生を対象に大

学構内での居場所および学生生活への適応

度、ソーシャルスキルについて自由記述も

含む調査を行った。その結果，新校舎の設

立前も設立後も変わらず最も多くの学生が

図書館を居場所として回答した。また新校

舎設立前後どちらでも、居場所がないと回

答する学生が一定数存在した。 

 

新たに導入された概念であるワーク・エン

ゲイジメントについて、国内における浸透

度および研究動向を文献レビューとネット

検索により検討した。その結果、ワーク・

エンゲイジメントに関する研究は増加傾向

にあるものの、一般への浸透はまだ進んで

いないことが明らかになった。 

 

共著：八塚智子，塚田知香 

ワーク・エンゲイジメントを含む理論モデ

ルである JD-R モデルにおいて，個人資源の

一つとして心理的ウェルビーイングを位置

づけられる可能性について web 調査データ



 

 

 

 

 

 

 

10) HSP の情動伝染が精神的健康

に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11)感覚処理感受性の高い人にお

けるぬいぐるみを抱くことのリ

ラクセーション効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12) 本来感の形成要因 ―きょう

だい関係と養育態度に着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13) 来感の形成プロセス(第 2

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年3月 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

心理学研究, 

第 1 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

心理学研究, 

第 2 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

心理学研究, 

第 3 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

により検討した。パス解析の結果，心理的

ウェルビーイングのうち，特に人格的成長

と環境制御力がワーク・エンゲイジメント

を高めること，さらに，ワーク・エンゲイ

ジメントが主観的幸福感を高めることが明

らかになった。 

 

共著：森 早也佳，塚田知香 

HSP（Highly Sensitive Person）が情動伝

染しやすい感情があるのかどうか，あると

すればその感情が精神的健康に及ぼす影響

について検討すること，ひとりで過ごす時

間と精神的健康の関連を検討することを目

的として web 調査により検討した。重回帰

分析の結果，，HSP 群は怒りが伝染しやすく，

それによって精神的健康が低くなっている

可能性が示唆された。また，HSP 傾向である

か否かに関わらず，ひとりで過ごす時間が

ちょうどいいと感じていると精神的健康が

高く，多いと感じていると精神的健康が低

いことが示された。 

 

共著：齋藤 桃，板生研一，塚田知香 

感覚処理感受性(SPS)の高さに着目し、ぬい

ぐるみを抱くことによるリラクセーション

効果を検討した。大学生・大学院生を対象

に Web 調査を行い、SPS の高低×ぬいぐるみ

を抱く/置くで 4 群に分けて比較した。リラ

クセーション評価尺度短縮版(S-MARE)の結

果は、ぬいぐるみ介入前後の主効果のみ有

意であった。心拍センサの解析では、SPS

が高くぬいぐるみを抱く群で副交感神経が

有意に活性化し、介入後の値が高まった。

一方、SPS が低くぬいぐるみを置く群では交

感神経の活動が減少した。よって、ぬいぐ

るみを抱くことは SPS が高い者に対する効

果的なコーピングとなり得ることが明らか

になった。 

 

共著：石川 蘭，塚田知香 

本来感の形成要因として，養育態度および

きょうだい関係の認知との関連を検討し

た。質問紙調査を実施し，一人っ子を除く

215 名を対象として，本来感，きょうだい関

係の認知，養育態度に関するデータを収集

した。分析では，まず因子分析によって各

尺度の因子構造を確認した。その後，相関

分析を行った結果，きょうだい関係におけ

る凝集性は本来感と正の相関を示した。ま

た，養育態度のうち「情愛」および「決定

尊重」は本来感と正の相関を示し，「依存

期待」は負の相関を示した。さらに，第 1

子と第 2 子以降に分けて共分散構造分析を

実施した結果，第 1 子においてのみ，「決

定尊重」が本来感に対して有意な正の影響

を及ぼしていた。一方で，他の要因からの

有意な直接効果は確認されなかった。以上

より，養育態度やきょうだい関係は，本来

感に一定の関連を持つものの，直接的・一

義的に本来感を規定する要因ではない可能

性が示唆された。 

 

共著：石川 蘭，塚田知香 



報) ―きょうだい関係と養育態度

に着目して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14) いじめにおける役割経験が

その後の行動変容に与える影響 

―クリスプ 集合質的比較分析

（ csQCA）によるアプローチ ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理学研究, 

第 3 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学

心理学研究, 

第 3 号 

 

 

本来感の形成過程をより詳細に検討するた

め，研究Ⅰの参加者の中から 9 名を対象に

インタビュー調査を実施し，TEM（複線径路

等至性モデリング）を用いた質的分析を行

った。その結果，本来感の形成に関わる 6

つのプロセスが抽出され，特に「背景的要

因」と「挫折に対するスタンス」の 2 点が

重要な分岐点として確認された。分析から

は，養育態度やきょうだい関係そのものが

直接的に本来感を決定するのではなく，個

人が対人関係や困難な経験をどのように受

け止め，乗り越えるかに影響を与える背景

的要因として機能していることが示唆され

た。特に，対人場面での挫折経験への向き

合い方が，本来感の形成や変容に大きな影

響を与える可能性が示された。以上より，

本来感の形成には，家庭環境のみならず，

その後の対人経験や自己解釈の過程が重要

であることが明らかとなった。 

 

共著：齋藤嵩大，塚田知香 

いじめの四層構造（被害・加害・観衆・傍

観）に着目し，複数の役割経験の組み合わ

せがその後の行動変容に与える影響を検討

した。大学生・大学院生 228名を対象に質

問紙調査を行い，いじめ経験と現在への影

響を測定した。探索的因子分析の結果，「い

じめられている人を助けるようになった」

と「人との付き合いに慎重になった」の 2

因子が抽出された。さらに，各役割経験を

条件として csQCA を実施した結果，「加害・

観衆経験がないこと」が必要条件として示

された。また，「助けるようになった」と

いうポジティブな変容には「傍観経験がな

いこと」を含む条件が，「人付き合いに慎

重になった」というネガティブな変容には

「傍観経験があること」が主要な条件とし

て抽出された。以上より，傍観経験はその

後の対人行動に大きな影響を及ぼし，特に

ネガティブな影響につながりやすい可能性

が示唆された。 

 

（その他）         

1)大学1年生における生活習慣と

精神的健康度の関連の検討 

共著 平成 14年 11

月 

日本社会心理

学会第 43 回大

会発表論文集，

pp.436-437 

共著：岡田知香，山崎健二，小杉正太郎． 

大学 1 年生を対象に，入学 2 ヵ月後時点と

入学 8 ヵ月後時点において 1)生活習慣の変

化の有無，2)生活習慣の変化による精神的

健康度の差異を検討した．その結果，1)男

子学生のみ生活習慣が改善されたこと，2)

男子学生において生活習慣が改善された者

の精神的健康度が高いことが明らかとなっ

た． 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

2)組織風土・組織文化概念の定義

について 

共著 平成 15 年 9

月 

日本心理学会

第 67 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1292 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

既存の研究のうち組織風土・組織文化概念

について扱ったものの分類・集計を通して，

組織風土・組織文化概念の定義を整理し，

より適切な定義をすることを試みた．その

結果，組織文化は個人の行動を規定するも



のであるのに対して，組織風土は個人が認

知した組織文化（心理的風土）の総体であ

ると捉えることができた． 

 

3)企業のビジョン・戦略と従業員

の心理的ストレス反応との関連

―属性（性別・年代）による検討

―  

共著 平成 15年 11

月 

産業ストレス

研究，11巻1号，

pp.74 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

企業のビジョン・戦略と従業員が自覚する

心理的ストレス反応との関連について，性

別・年代による差異を検討した．その結果，

ビジョン・戦略が従業員に適切に認知され

ることは，性別・年代にかかわらず従業員

の心理的ストレス反応の低減に有効である

ことが示唆された． 

 

4)若手従業員の職場ストレスと

離転職意思との関連 

共著 平成 15年 11

月 

産業ストレス

研究，11巻1号，

pp.76 

共著：山手裕子，真船浩介，岡田知香，櫻

井春香，高田未里，種市康太郎，小杉正太

郎． 

一般企業の若手従業員を対象に，慢性型職

場ストレッサー，コーピング方略および心

理的ストレス反応と離転職意思の有無との

関連を検討した．その結果，離転職意思あ

り群は離転職意思なし群と比較して，心理

的ストレス反応のうちイライラ感，憂うつ

感が有意に高いことが明らかになった． 

 

5)企業のビジョン・戦略と従業員

の精神的健康度との関連－同業

種・同規模２企業間の比較－  

共著 平成 16 年 4

月 

産業衛生学雑

誌，46 巻，臨時

増刊号，pp.505 

共著：岡田知香，松本真作，小杉正太郎． 

企業のビジョン・戦略と従業員の精神的健

康度との関連について，同業種・同規模で

ある 2 企業のデータを用いて検討した．そ

の結果，ビジョン・戦略が従業員に適切に

認知されることにより，従業員の心理的ス

トレス反応が減少し，高揚感が増加するこ

とが明らかになった． 

 

6)職場におけるソーシャルサポ

ートの年代別比較，および，サポ

ートと職場ストレッサー，心理的

ストレス反応との関連の検討 

共著 平成 16 年 4

月 

産業衛生学雑

誌，46 巻，臨時

増刊号，pp.421 

共著：種市康太郎，大塚泰正，佐藤澄子，

高田未里，田中健吾，山手裕子，岡田知香，

櫻井春香，真船浩介，小杉正太郎．工業系

企業従業員を対象に，1)職場のソーシャル

サポートの年代別比較，2)ソーシャルサポ

ートと慢性型職場ストレッサー，心理的ス

トレス反応との関連の年代別検討を行っ

た．その結果，1)ソーシャルサポート量は

20 代に多いこと，2)ソーシャルサポートと

慢性型職場ストレッサー，心理的ストレス

反応との間に有意な負の相関が認められ，

職場における支援体制の重要性が示唆され

た． 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

7)企業のビジョン・戦略と従業員

の精神的健康度との関連－上司

の行動に注目した検討－  

共著 平成 16 年 9

月 

産業・組織心理

学会第 20 回大

会発表論文集，

pp.107-110 

共著：岡田知香，小杉正太郎，松本真作． 

企業のビジョン・戦略と上司の部下に対す

る行動，従業員の精神的健康度との関連に

ついて検討した．その結果，企業のビジョ

ン・戦略が従業員によって明確で優れてい

ると認知されることが，従業員の精神的健

康と関連する事が示された．従業員の精神

的健康の高さは，従業員の成長も期待でき

るような優れたビジョン・戦略があること，

そのようなビジョン・戦略の提示を行う立

場にある管理者の行動が信頼できるもので

あることと関連があることが示唆された． 



 

8)企業のビジョン・戦略が従業員

の心理的ストレス反応に及ぼす

効果の検討  

共著 平成 16 年 9

月 

日本心理学会

第 68 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1209 

共著：岡田知香，松本真作，小杉正太郎． 

企業のビジョン・戦略が従業員の心理的ス

トレス反応，高揚感に及ぼす効果について，

共分散構造分析を用いて検討した．その結

果，1)経営者に対する従業員の信頼や経営

者と従業員との関係がビジョン・戦略の認

知を促すこと，2)ビジョン・戦略が従業員

の不安，怒り，抑うつを低減し，高揚感を

高めることがあきらかになった． 

 

9)看護師と一般企業女性従業員

の職場ストレスに関する比較・検

討 

共著 平成 16年 11

月 

産業ストレス

研究，12巻1号，

pp.78 

共著：土屋小織，鈴木綾子，高田未里，佐

藤澄子，岡田知香，美奈川悠，櫻井春香，

丹波秀夫，真船浩介，島津明人，島津美由

紀，種市康太郎，大塚泰正，田中健吾，小

杉正太郎． 

女性看護師と一般企業女性従業員の職場ス

トレス要因の差異について比較・検討した．

その結果，女性看護師は一般企業女性従業

員と比較して 1)量的ストレッサーが高いこ

と，2)質的ストレッサーが低いこと，3)心

理的ストレス反応が高いことが明らかとな

った．また，40 歳以上では女性看護師と比

較して一般企業女性従業員の役割不明瞭が

高いことが明らかになった． 

 

10)早期昇級者における心理的ス

トレス要因の特徴の検討 

共著 平成 16年 11

月 

産業ストレス

研究，12巻1号，

pp.82 

共著：鈴木綾子，田中健吾，種市康太郎，

大塚泰正，高田未里，佐藤澄子，岡田知香，

櫻井春香，真船浩介，山手裕子，小杉正太

郎． 

企業従業員における，早期昇級者と年齢相

応等級者との心理的ストレス要因を比較

し，早期昇級者における心理的ストレス要

因について検討した．その結果，早期昇級

者は年齢相応等級者と比較して，1)深化し

た段階における心理的ストレス反応が高い

こと，2)職務満足感が高いことが示され，

早期昇級者は良好なメンタルヘルス状態を

保つ傾向にあることが明らかになった． 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

11)上司および同僚サポートの組

み合わせによる心理的ストレス

反応の比較 

共著 平成 16年 11

月 

産業ストレス

研究，12巻1号，

pp.84 

共著：種一康太郎，山手裕子，真船浩介，

高田未里，田中健吾，佐藤澄子，櫻井春香，

岡田知香，大塚泰正，小杉正太郎． 

工業系企業従業員を対象に，上司サポート

と同僚サポートの高低の組み合わせによ

る，心理的ストレス反応の差異を比較した．

その結果，1)男性 20 代以下，男性 40 代以

上では同僚サポートが重要であること，2)

男性30代では上司サポートが重要であるこ

と，3)女性はサポート源による心理的スト

レス反応への影響に違いはないことが明ら

かになった． 

 

12)企業のビジョン・戦略，及び

組織業績と従業員の精神的健康

度との関連  

共著 平成 16年 11

月 

産業ストレス

研究，12巻1号，

pp.85 

共著：岡田知香，松本真作，小杉正太郎． 

企業のビジョン・戦略，及び組織業績と従

業員の精神的健康度との関連について，パ

ス解析により検討した．その結果，ビジョ

ン・戦略から組織業績，高揚感へは正の影

響力，心理的ストレス反応へは負の影響力



が認められた．このことから，企業のビジ

ョン・戦略は 1)直接的に組織業績を高める

こと，2)高揚感を介して組織業績を高める

ことが示唆された． 

 

13)職位とソーシャルサポート，

ストレス反応の関連について 

共著 平成 16年 11

月 

産業ストレス

研究，12巻1号，

pp.88 

共著：櫻井春香，田中健吾，高田未里，佐

藤澄子，岡田知香，真船浩介，山手裕子，

大塚泰正，種市康太郎，小杉正太郎． 

企業従業員を対象に，職位（管理職・非管

理職）とソーシャルサポート，心理的スト

レス反応との関連について検討した．その

結果，1)管理職者は非管理職者と比較して，

上司サポート，同僚サポート共に多く自覚

していること，2)非管理職者は管理職者と

比較して心理的ストレス反応を強く自覚し

ていることが明らかになった． 

 

14)個人レベル，企業レベルの職

場ストレッサーと心理的ストレ

ス反応との関連の検討  

共著 平成 17 年 9

月 

日本心理学会

第 69 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1314 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

複数企業従業員のデータを従業員が各企業

にネストした階層的データとして扱い，階

層線形モデルを適用することにより，個人

レベル，企業レベルの慢性型職場ストレッ

サーがそれぞれ従業員個人の心理的ストレ

ス反応に及ぼす影響について検討した．そ

の結果，個人レベル，企業レベルいずれの

慢性型職場ストレッサーも従業員個人の心

理的ストレス反応を増加させることが明ら

かになった． 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

15)心理・社会的職場環境に関す

る面接記録に基づく検討 

共著 平成 17 年 9

月 

日本心理学会

第 69 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1317 

共著：宇佐美尋子，田中健吾，高田未里，

佐藤澄子，岡田知香，山手裕子，真船浩介，

櫻井春香，種市康太郎，大塚泰正，小杉正

太郎． 

企業従業員を対象に，数量化Ⅲ類を用いて，

心理・社会的職場環境と室課単位のソーシ

ャルサポート期待量との関連について検討

した．その結果，1)職場集団成員・上司と

部下の良好な関係といったポジティブな心

理・社会的職場環境が，上司サポートと同

僚サポートの期待量を共に増加させるこ

と，2)職場集団成員・上司と部下の関係の

希薄さといったネガティブな心理・社会的

職場環境が，上司サポート期待量を低下さ

せることが明らかになった． 

 

16)管理職者と非管理職者の慢性

型業務関連負荷と対処方略との

関連性 

共著 平成 17 年 9

月 

日本心理学会

第 69 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1320 

共著：美奈川悠，高田未里，佐藤澄子，岡

田知香，真船浩介，櫻井春香，種市康太郎，

大塚泰正，田中健吾，小杉正太郎． 

一般企業の管理職者を対象に，就業環境・

状況を表す慢性型業務関連負荷と慢性型職

場ストレッサー，コーピング方略との関連

について，数量化Ⅲ類を用いて検討した．

その結果，管理職者の役割や業務内容に付

随する業務関連負荷，職場ストレッサーに

対しては積極的行動や相談といったコーピ

ングの採択によって心理的ストレス反応が

低減している一方で，それ以外の業務関連

負荷，職場ストレッサーには問題放置コー

ピングが採択され，心理的ストレス反応が



増加していることが明らかになった． 

 

17)組織レベルの職場ストレッサ

ーに関する検討（1）－中小規模

企業・大規模企業における企業レ

ベルの検討－  

共著 平成 18 年 1

月 

産業ストレス

研究 13巻 1号，

pp.60 

共著：岡田知香，高田未里，山手裕子，種

市康太郎，小杉正太郎． 

複数企業従業員を対象に，各企業に所属す

る従業員が共通に自覚する慢性型職場スト

レッサーについて，企業規模別に検討した．

慢性型職場ストレッサーの級内相関係数の

算出，面接記録の分類・集計による検討の

結果，1)大規模企業では従業員に共通して

自覚される慢性型職場ストレッサーは認め

られないこと，2)中小規模企業では裁量権

不足等の質的ストレッサーが従業員に共通

して自覚されることが明らかになった． 

 

18)慢性型業務関連負荷と対処法

略に関する面接記録に基づく検

討― 非管理職者における良好

群･不良群の比較検討 ― 

共著 平成 18 年 1

月 

産業ストレス

研究 13巻 1号，

pp.73 

共著：美奈川悠，高田未里，佐藤澄子，岡

田知香，真船浩介，種市康太郎，大塚泰正，

田中健吾，小杉正太郎． 

一般企業従業員を対象に，慢性型業務関連

負荷，コーピング方略，慢性型職場ストレ

ッサーの関連について数量化Ⅲ類を用いて

検討した．その結果，1)メンタルヘルス良

好者は個人の努力で解決可能な慢性型業務

関連負荷を自覚していること，2)メンタル

ヘルス不良者は上司に関連する慢性型業務

関連負荷を多く自覚し，個人では解決行動

をとれないことが明らかになった． 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

19)個人レベル，組織レベルのソ

ーシャルサポートと従業員のコ

ーピング，ストレス反応との関連

－階層線形モデルによる部署レ

ベルの検討－  

共著 平成 18 年 9

月 

産業・組織心理

学会第 22 回大

会発表論文集，

pp.53-56 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

企業従業員を対象に，組織レベルのサポー

トと個人レベルのサポートについて，心理

的ストレス反応低減効果，コーピングの資

源としての効果を階層線形モデルにより検

討した．その結果，1)組織レベルのサポー

トは問題放置コーピングの抑制，相談コー

ピングの促進といったコーピング方略への

影響を介して心理的ストレス反応を低減す

ること，2)個人レベルのサポートはコーピ

ング方略を介して心理的ストレス反応を低

減する影響と，心理的ストレス反応を直接

低減する影響を併せ持つことが明らかにな

った． 

 

20)部署を単位としたソーシャル

サポートと慢性型職場ストレッ

サー，心理的ストレス反応との関

連 －作業特性による部署グル

ープの比較－  

共著 平成 18年 11

月 

日本心理学会

第 70 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1317 

共著：岡田知香，鈴木綾子，小杉正太郎． 

同様の業務であるが，作業特性（個人作業

中心・共同作業中心）の異なる複数部署を

対象に，1)作業特性の違いによる部署単位

のサポートの差異，2)作業特性ごとのサポ

ートと慢性型職場ストレッサー，心理的ス

トレス反応との関連を検討した．その結果

1)個人作業中心部署と比較して共同作業中

心部署の上司サポートが高いこと，2)共同

作業中心部署において上司サポートが量的

ストレッサーを低減させることが明らかに

なった． 

 

21)上司のソーシャルスキルと部

下の慢性型業務関連負荷に関す

る面接記録に基づく検討 

共著 平成 18年 11

月 

日本心理学会

第 70 回大会発

表 論 文 集 ，

共著：美奈川悠，佐藤澄子，岡田知香，真

船浩介，大塚泰正，田中健吾，小杉正太郎． 

企業従業員を対象に，面接記録から得られ



pp.1322 た部下の慢性型業務関連負荷と，同一部署

内の上司のソーシャルスキルとの関係につ

いて，数量化Ⅲ類を用いて検討した．その

結果，1)上司のソーシャルスキル不足によ

り部下のサポート期待量が低下すること，

2)上司のソーシャルスキルが高いと部下の

裁量権不足の自覚が高まることが明らかに

なった． 

 

22)上司のソーシャルスキルと部

下の慢性型業務関連負荷および

対処法略に関する面接記録に基

づく検討 

共著 平成 19 年 1

月 

産業ストレス

研究，14巻1号，

pp.42 

共著：美奈川悠，佐藤澄子，岡田知香，真

船浩介，大塚泰正，田中健吾，小杉正太郎． 

企業従業員を対象に，面接記録から得られ

た部下の慢性型業務関連負荷，コーピング

方略と，同一部署内の上司のソーシャルス

キルとの関係について，数量化Ⅲ類を用い

て検討した．その結果，上司のマネジメン

トスキルの高さは部下の裁量権不足，仕事

量の多さの自覚に関連しているが，同時に

積極的行動，相談といったコーピング方略

の採択とも関連しており，結果的にメンタ

ルヘルス状態が良好であることが明らかに

なった． 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

23)業務内容による心理学的スト

レス要因の差異の検討 －慢性

型職場ストレッサー，心理的スト

レス反応，職務満足感の 2 企業間

比較－  

共著 平成 19 年 1

月 

産業ストレス

研究，14巻1号，

pp.46 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

同規模・同業種で，業務内容の異なる 2 企

業について，心理学的ストレス要因の差異

を年代別に比較・検討した．その結果，1)

業務内容により従業員の質的ストレッサー

が異なること，2)従業員の量的ストレッサ

ーの自覚は年齢によって異なるが，その傾

向は業務内容により異なること，3)キャリ

アの満足感の自覚は年齢によって異なる

が，その傾向は業務内容により異なること

が明らかになった． 

 

24)企業従業員を対象としたサポ

ート源の差異によるソーシャル

サポートの直接効果および緩衝

効果の相違 

共著 平成 19 年 9

月 

日本心理学会

第 71 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1308 

共著：大矢真弓，丹波秀夫，鈴木綾子，岡

田知香，佐藤澄子，須永直人，宇佐美尋子，

小杉正太郎． 

企業従業員を対象に，ソーシャルサポート

の供給源（上司・同僚）の違いによる，ソ

ーシャルサポートの心理的ストレス反応に

対する直接低減効果，間接低減効果の相違

を，ストレッサーごとに検討した．その結

果，1)上司・同僚サポートの直接低減効果，

2)業務量過多というストレッサーにおい

て，同僚サポートの間接低減効果，が見出

された．  

 

25)職場ストレス調査票 Co-Labo

の項目による企業の慢性型職場

ストレッサーの特徴の把握  

共著 平成 19 年 9

月 

日本心理学会

第 71 回大会発

表 論 文 集 ，

pp.1320 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

規模や業種の異なる複数企業に職場ストレ

ス調査票 Co-Labo を実施し，慢性型職場ス

トレッサーの特徴を尺度項目により捉え，

複数企業に共通して存在する慢性型職場ス

トレッサーを抽出し，その特徴を面接記録

より検討した．その結果，規模や業種に関

わらず複数企業に共通していた慢性型職場

ストレッサーは 1)家に持ち帰るほど仕事が

多い，2)今の仕事には，はっきりした目標

や目的がない，3)所属部署の決定事項にほ



とんど影響力がない，の 3 つであることが

見いだされた．  

 

26)職場集団における上司サポー

ト，同僚サポートと慢性型職場ス

トレッサー，心理的ストレス反応

との関連  

共著 平成 19年 12

月 

産業ストレス

研究，15巻1号，

pp.75 

共著：岡田知香，小杉正太郎． 

部署を分析単位とし，上司，同僚のソーシ

ャルサポートと慢性型職場ストレッサー，

心理的ストレス反応との関連について検討

した．その結果，1)種々のストレス状況に

おいて，部署全体として上司サポートが高

い場合，従業員のイライラ感を上昇させる

傾向がある，2)同僚サポートは，種々のス

トレス状況の部署において，職場ストレッ

サー，心理的ストレス反応を低下させる傾

向があるが，量的ストレッサーが高い部署

においては職場ストレッサー，心理的スト

レス反応の低下に寄与しない，ことが明ら

かになった．  
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27)企業従業員におけるソーシャ

ルスキルと質的ストレッサーと

の関連 

共著 平成 19年 12

月 

産業ストレス

研究，15巻1号，

pp.104 

共著：筒井万紀子，鈴木綾子，佐藤澄子，

岡田知香，丹波秀夫，須永直人，宇佐美尋

子，大矢真弓，小杉正太郎． 

企業従業員を対象に，ソーシャルスキルの

高さによる質的ストレッサーの差異を検討

した．その結果，1)男女ともに，全てのソ

ーシャルスキルについて，高群は中・低群

より，中群は低群よりも役割不明瞭と裁量

権不足が有意に低いこと，2)男性従業員は

全てのソーシャルスキルが役割不明瞭と比

較して裁量権不足に対する軽減効果を持つ

こと，3)女性従業員はコミュニケーション

スキルが裁量権不足と比較して役割不明瞭

に対する軽減効果を持つことが見いだされ

た． 

 

28) 個人の資源としての幸福感 

－JD-R モデルに着目して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

29) An exploratory study of key 
factors in the organizational 

analysis of Stress Checks. 
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共著：八塚智子，塚田知香 

ワーク・エンゲイジメントを含む理論モデ

ルである JD-R モデルにおいて，個人資源の

一つとして心理的ウェルビーイングを位置

づけられる可能性について web 調査データ

により検討した。パス解析の結果，主観的

幸福感および心理的ウェルビーイングがワ

ーク・エンゲイジメントを高めることが明

らかとなった。 

 

An exploratory study was conducted on key 

factors that could be targeted for 

intervention using Stress Check data from 

a company. Multiple regression analysis 

was conducted to examine the factors 

affecting stress response (SR) and work 

engagement (WE). It was shown that the SR 

differed depending on whether "support 

from the supervisor" was obtained when 

the respondents felt the difficulty of 

the job. WE increased with increases in 

" rewarding job” and "enrichment of 

personal life through work". However, WE 

was found to decrease when "career 

considerations" increased. 



 

30) 感覚処理感受性の高い人に

おけるぬいぐるみを抱くことの

リラクセーション効果 
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共著：齋藤 桃，板生研一，塚田知香 

感覚処理感受性(SPS)の高さに着目し、ぬい

ぐるみを抱くことによるリラクセーション

効果を検討した。大学生・大学院生を対象

に Web 調査を行い、SPS の高低×ぬいぐるみ

を抱く/置くで 4 群に分けて比較した。リラ

クセーション評価尺度短縮版(S-MARE)の結

果は、ぬいぐるみ介入前後の主効果のみ有

意であった。心拍センサの解析では、SPS

が高くぬいぐるみを抱く群で副交感神経が

有意に活性化し、介入後の値が高まった。

一方、SPS が低くぬいぐるみを置く群では交

感神経の活動が減少した。よって、ぬいぐ

るみを抱くことは SPS が高い者に対する効

果的なコーピングとなり得ることが明らか

になった。 

 


